議題２（委員会決裁事項（規則第３条第１号））
平成30年度大阪府公立高等学校の募集人員について
　標記について、府内公立中学校卒業見込み者数等の動向を踏まえ、別紙のとおり決定する。
　　平成29年11月17日
大阪府教育委員会　　　　　　
＜参考＞
　１　平成30年度大阪府公立高等学校入学者選抜方針

　　平成29年３月27日の教育委員会会議で決定した平成30年度大阪府公立高等学校入学者選抜方針において、各高等学校の募集人員は、別に定めることとしたため、今回、付議するもの。
　２　昼間の高等学校の総募集学級数
　　(1) 府内公立中学校卒業者数を７１，９２０人（前年度比２,１３１人減）と推計。
　　(2) 計画進学率９３．９％、他府県等への進学者を２，８５０人（前年度比７０人増）として、府内進学予定者数を６４，６８０人と算出。
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(3) 公立高等学校の募集人員については、他府県等からの進学者を含めて４３，１９０人とし、私立の２５，０６３人と合わせて６８，２５３人となり、府内進学予定者数（６４，６８０人）を上回ることを確認。
　　(4) 募集人員４３，１９０人に対し、募集学級数は、１，０８０学級※と決定。（※　昼夜間単位制の募集学級数である７学級のうち、６学級分を含む。また、エンパワメントスクール８校を１，６８０人募集とし、４２学級相当、府立豊中高等学校能勢分校は７０人募集とし、２学級相当と換算した。）

３　多部制単位制Ⅲ部及び定時制の課程の募集学級数
　　募集学級数は、３８学級（１，５２０人）。（昼夜間単位制の募集学級数である７学級のうち、１学級分を含む。）
　４　通信制の課程の募集人員

　　募集人員は、６５０人。

　※　通信制の課程は学級編制がないため、募集人員を記載。
　５　当議題が決議された場合の対前年度比較
　　(1)　昼間の高等学校
　　　・募集学級数は、４５学級（１，７９５人）減。

ア　普通科で９２学級減。
イ　工業に関する学科で５学級減。

ウ　文理学科で３７学級増。

エ　総合学科で１０学級（相当）増。

オ　総合学科（クリエイティブスクール）で６学級減。
カ　総合学科（エンパワメントスクール）で１１学級（相当）増。
　　　・知的障がい生徒自立支援コースの募集人員は３人増の３６人に拡充。
　　　　府立枚方なぎさ高等学校、府立松原高等学校及び府立貝塚高等学校については、それぞれの募集人員を３人から４人に拡充した。
　　(2)　多部制単位制Ⅲ部及び定時制の課程

　　　・募集学級数は、２学級（８０人）減。
ア　定時制の課程普通科で１学級減。
イ　定時制の課程総合学科で１学級減。

　(3)　通信制の課程

　　　・募集人員は前年度に同じ。

